
環境保全型農業直接支払制度
の実施状況等について

令和７年２月21日

資料４
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富山県農林水産部農村振興課農村活性化係
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１ 取組状況

令和６年度 環境保全型農業直接支払交付金 取組位置図
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（１）取組件数の推移【全体】

（単位：件）

○平成27年度から対象者が、農業者個人から「農業者の組織する団体等」または、「一定の条
件を満たす農業者」となり、集約化され減少。

〇令和５年度から「一定の条件を満たす農業者」の要件の一部が終了し、要件を満たさない農
業者が申請を取りやめたことなどにより減少。

１ 取組状況

（単位：件）

R6全国
集計中
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「一定の条件を満たす農業者」
の要件の一部が令和４年度で終了
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（２）取組面積の推移【全体】

（単位：ha）

○平成30年度は、複数取組支援の廃止（同一のほ場において､１つの取組に対してのみ支援）
により減少。富山県▲53ha（753ha → 700ha）

○令和２年度に、ｶﾊﾞｰｸﾛｯﾌﾟの単価が見直され、▲2,000円/10a（8,000円/10ａ→6,000円/10a）
となったことが影響し、▲88ha（263ha → 175ha）と大きく減少。

○一方、令和２年度に、有機農業の単価も見直され、+4,000円/10a（8,000円/10ａ→12,000円
/10a）となり、増加傾向+28ha（R2:133ha → R6:161ha）

（単位：ha）

R6全国
集計中
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複数取組の延べ面積



（３）取組面積の推移【対象活動別】
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○令和６年度は、主に有機農業（+14ha）、冬期湛水（+14ha）、IPM＋畦畔除草＋秋耕
（+21ha）は増加。ｶﾊﾞｰｸﾛｯﾌﾟ（▲31ha）、堆肥の施用（▲26ha）は減少。

（単位：ha）

作物別区分 （ha） 計631   
○水稲 507
○麦・豆類 33   
○いも・野菜 5 
○花き・その他 86 カバークロップの鋤き込み 堆肥の散布

全体の80%
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２ 令和６年度の取組み

パネルやMAPによる取組み紹介

〇富山県多面的機能支払推進研修会にてPR（10/30）

とやま有機農業推進アドバイザー
（農業技術課所管）の紹介

当日の様子

〇関係機関との連携
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・環境保全型農業直接支払交付金紹介ブースにおいて、多くの農業者にＰＲし、周知を図った。

・農業技術課と有機農業者の情報を共有し、本交付金の対象者の漏れがないか確認し、
市町村を通じて取組み拡大を図った。

結果、新規取組み+約４haとなった。（黒部市 １件 約１ha、立山町 １件 約３ha）

・第３期対策に向けて、市町村を通じて見直し内容を周知し、普及・拡大を図った。

結果、Ｒ７年度の全体取組み面積は+71haの見込み。（Ｒ７：703ha、Ｒ６：632ha）



３ 第３期対策（Ｒ７～Ｒ11）について
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３ 第３期対策（Ｒ７～Ｒ11）について
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３ 第３期対策（Ｒ７～Ｒ11）について

Ｒ７要望量調査結果 令和７年２月３日時点

R７見込み R６実績

3,000～16,000 192 161 31 単価見直し

3,600 231 154 77 単価見直し

5,000 135 - 156 新規取組み

4,000 105 - 112 新規取組み

5,000 40 - 64 新規取組み

6,000 - 115 -115 緑肥の施用に統合

800 - 24 -24 削除

800 - 18 -18 多面的機能支払交付金へ移行

4,000～8,000 - 99 -99 多面的機能支払交付金へ移行

5,000 - 62 -62 総合防除へ統合

－ 703 632 71

備考

有機農業

堆肥の施用

緑肥の施用

総合防除

取組内容 単価（円／10ａ）
単位：ha

差

合計（全体）

炭の投入

カバークロップ

秋耕

長期中干し

冬期湛水

IPM（秋耕）
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○令和７年度の取組み面積は増加の見込み

３ 第３期対策（Ｒ７～Ｒ11）について


